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正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用のうち、物件費の内訳は地域図書館課170,106千円、ゆいの森課131,128千円である。令和6年度の物
件費の増額理由は光熱費と一般需用費が増加したためである。また、維持補修費が減少しているのは、令和5年
度に町屋図書館の階段昇降機更新を実施したためである。
○行政収入のうち主なものは、ブックスタート事業に係る交付金(その他)、汐入図書サービスステーション物件
の社会福祉協議会負担分（その他）である。
○令和6年度に建設仮勘定が増加した理由は、南千住図書館大規模改修工事に係る費用を計上したためである。

資産の部合計 2,414,540 2,331,059 ▲ 83,481 負債及び正味財産の部合計 2,414,540 2,331,059 ▲ 83,481
その他の固定資産 30,913 30,334 ▲ 579 1,412,114 1,421,432 9,318

1,412,114 1,421,432 9,318建設仮勘定 5,610 30,624 25,014 正味財産
▲ 92,799無形固定資産 124 106 ▲ 18 負債の部合計 1,002,426 909,627

工作物等減価償却累計額 ▲ 97,167 ▲ 98,190 ▲ 1,023 その他の固定負債 0 0 0
26,781 23,180 ▲ 3,601工作物等 122,111 122,111 0 退職給与引当金

▲ 89,114建物減価償却累計額 ▲ 1,402,407 ▲ 1,509,282 ▲ 106,875 特別区債 883,793 794,679
建物 3,542,149 3,542,149 0 固定負債 910,574 817,859
土地 213,207 213,207 0 その他の流動負債 0 0

賞与引当金 2,745 2,654 ▲ 91
0

▲ 92,715固
定
資
産

有形固定資産 2,377,893 2,269,995 ▲ 107,898
7その他の流動資産 0 0 0 特別区債 89,107 89,114

不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0 0 0

流
動
資
産

収入未済 0 0 0 流動負債 91,852 91,768 ▲ 84
6年度 差額
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勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度
特別収支差額(f)-(g)=(h) 24 0 ▲ 24 当期収支差額(e)+(h) ▲ 566,455 ▲ 585,676 ▲ 19,221

24 0 ▲ 24特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f)
▲ 19,197行政費用合計(b) 568,210 592,186 23,976 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 566,479 ▲ 585,676

その他行政費用 0 5,316 5,316 金融収支差額(d) ▲ 872 ▲ 863 9
▲ 565,607 ▲ 584,813 ▲ 19,206賞与・退職給与引当金繰入額 15,671 13,336 ▲ 2,335 行政収支差額(a)-(b)=(c)

4,770不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 2,603
減価償却費 108,495 108,495 0 その他 2,237
補助費等 2,274 1,788 ▲ 486 使用料及び手数料 209 176
扶助費 0 0 0 分担金及び負担金 0 0 0
維持補修費 13,206 8,317 ▲ 4,889 都支出金 52 30 ▲ 22
物件費 284,382 301,234 16,852 国庫支出金 105 1,966 1,861行

政
収
入

地方税等 0 0 0

▲ 33
5,201 2,964
7,373
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給与関係費 144,182 153,700 9,518
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度 6年度 差額

レファレンス件数（件） 2,243 2,635 2,746 5,300 8,520
ゆいの森あらかわ及び各図書館のレ
ファレンス件数の総計

10.0
ゆいの森あらかわ及び各図書館の個人
総貸出点数÷住基人口

区民一人当たり総貸出点数
（点）

10.3 10.0 9.6 9.8

区民一人当たり蔵書冊数（冊） 4.5 4.5 4.4 4.5 4.8
ゆいの森あらかわ及び各図書館の蔵書
数÷住基人口

個人登録者数（人） 88,823 97,888 102,558 112,984 130,000
ゆいの森あらかわ及び各図書館の個人
登録者数の総計

1,680,000
ゆいの森あらかわ及び各図書館の入館
者数の総計

図書館入館者数（人） 1,566,728 1,680,594 1,759,902 1,773,667

4年度 5年度 6年度
7年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

充実した余暇・文化活動、地域
の人とのふれあいの実感

2.45 2.51 2.56
充実した余暇・文化活動や地域の方とのふれあいのある生活が送れいていると感じま
すか

地域の人との交流の充実 2.58 2.58 2.64 お住まいの地域の方と交流することで充実感が得られていると思いますか

生涯学習環境の充実 3.06 3.10 3.13 生涯にわたって学習できる環境が充実していると感じますか

子育て・教育環境の満足度 3.54 3.55 3.55 お住まいの地域における子育て・教育に関する事業・サービス・施設などが充実して
いると思いますか

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
指標の推移

指標に関する質問文
4年度 5年度 6年度

政策 10 活力ある地域コミュニティの形成

　図書館における蔵書の充実やレファレンスの更なる向上を図り、生涯学習やボランティア活動の
拠点として地域に親しまれる図書館づくりを進めると共に、地域が一体となって、誰もが読書に親
しみ、学び、心豊かに暮らすことのできる「読書のまちづくり」を推進していく。

関連部課名 地域文化スポーツ部ゆいの森課

行政評価
事業体系

分野 Ⅴ 文化創造都市

課長名 秋元 内線 436

施策分析シート（令和7年度）

施策名 「読書のまちづくり」の推進 施策No 10-03
部課名 地域文化スポーツ部地域図書館課
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No2

重点的に推進 重点的に推進
　図書館は、区民の生涯学習活動、区の情報発信の拠点として最も身
近な存在であり、自立した区民の成長と地域の活性化の礎となる公共
施設であることから、当該施策の優先度は高い。

今
後
の
方
向
性

○全庁が一丸となってあらゆる機会を活用して条例の周知を進め、地域が一体となって豊かな心を
育む読書のまちづくりを推進し、将来に渡って取り組みを継続していく。
○生涯学習や地域活動の拠点として、区民に愛される図書館づくりを進め、乳幼児から高齢者、障
がいのある方まで、様々な人が利用できる滞在型図書館の実現を目指していく。新たに開館した尾
久図書館は、あらゆる世代が学ぶ、集う、楽しむことのできる場や機会を提供し、地域活性化の拠
点としての役割を担えるよう多彩な事業を展開する。
○『荒川区立図書館の運営に関する基本的な考え方』に基づき、地域の特性や利用者のニーズを踏
まえながら図書館のあり方を検討し、区民の知的好奇心を満たす魅力ある書架構成を行うなど、地
域に根ざした図書館づくりを進める。
○学校・幼稚園・保育園等と連携を更に促進するとともに、おはなし会やおたのしみ会など図書館
事業の充実を図り、子どもたちの読書習慣を育む。
○街なか図書館に対し、アンケート調査などによりニーズを把握し好事例等を共有するとともに、
そのノウハウを活用し増設を推進するとともに質の向上を図る。
○家庭における読書活動促進に向けた家読の推進や、障がいのある方への読書支援の充実等、新た
な取組を進める。

施策の分類
分類についての説明・意見等

7年度 8年度

現
状

○令和6年度の荒川区政世論調査では、図書館を利用しない割合は54％と半数を超えている。
○各図書館ではそれぞれ分野を定めて専門資料を収集し、特色ある蔵書整備を進めている。
○図書館の利用者登録率（令和7年4月1日現在）は、小学生（7～12歳）81％、中学生（13～15歳）
80％であり、20歳以上は30％となっている。
○平成30年5月には「読書を愛するまち・あらかわ」宣言を行い、区のこれまでの取組やその精神
を未来につなげ、読書を愛するまちを展開するために「あらかわ街なか図書館」の開設を進めてお
り、令和7年4月1日現在、区内全域で86箇所まで拡大してきた。
○全ての区民がいつでもどこでも読書を楽しむことができるように、また、「読書を愛するまち・
あらかわ」宣言の策定や読書バリアフリー法の公布・施行も踏まえて令和3年4月に『荒川区子ども
読書活動推進計画』の「第四次」計画を策定した。
○「読書を愛するまち・あらかわ」宣言の理念を一層深め、区民や事業者の読書活動に関する取組
を促進し、地域が一体となって、あらゆる世代が生涯にわたり豊かな心を育む読書のまちづくりを
推進していくため、令和5年4月に「荒川区豊かな心を育む読書のまちづくり条例」を施行した。

課
題

○条例に基づき、区民や団体、事業者等、地域が一体となって、読書を通じた豊かな心を育むまち
づくりを推進していく必要がある。
○より多くの区民が図書館を利用できるよう、本を借り読書を楽しむ空間としてだけでなく、地域
コミュニティの拠点としてグループ学習や地域活動も行うことができる図書館づくりを進める必要
がある。
○各図書館における地域に根ざした特色あるサービスを展開し、より多くの区民に愛される図書館
づくりを進める必要がある。
○図書館の利用者登録率は、中学生より上の年代が低い傾向にあるため、大人を含めた読書推進活
動を更に推進し、生涯を通じて利用できる図書館づくりを進める必要がある。
○子どもの読書活動を推進するため、読書する喜びや読書する意欲を高めていくことができるきっ
かけづくりを進める必要がある。
○障がいのある方や、読書が困難な全ての方に対する読書環境を整備していく必要がある。
○本に身近に触れられる場として開設した「あらかわ街なか図書館」について、さらに増設を推進
するとともに、既存箇所での利用者のニーズに合わせた質の向上を図っていく必要がある。

施策の現状・課題・今後の方向性
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合　計 568,211 592,186 323,145 364,265

　地域に根ざした、地域の特
性を生かした地域図書館とし
ての取組みを発展させ、魅力
ある図書館とするため、重点
的に推進する。

図書館施設の改修 05-05-03 23,635 29,237 18,876 38,672
重点的
に推進

重点的
に推進

　南千住図書館の設備の老朽
化が著しく、早急な改修が必
要であることから、大規模改
修の準備を開始しており、重
点的に推進する。

継続

　地域図書館の維持管理及び
運営にかかる事業であり、効
率的に管理するため継続して
実施する。

特色ある地域図書館の推進 05-05-02 90,987 86,275 55,073 57,988
重点的
に推進

重点的
に推進

重点的
に推進

重点的
に推進

　豊かな心を育む読書のまち
づくりを推進していくにあた
り、中央図書館は核となる拠
点であるため、重点的に推進
する。

地域図書館施設の管理 05-05-01 231,789 236,654 104,258 106,604 継続

中央図書館運営費 05-04-03 221,800 240,020 144,938 161,001

分類についての説明・意見等

5年度 6年度 5年度 6年度 7年度 8年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のた

めの分類
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